課題研究基礎　授業進行表　４回目
テーマ： 議論技術２
目　的： 意見を整理してまとめる力を育成する。
方　法： アイデアをKJ法で整理し、より具体化する。
配布物：KJ法（構造化）シート（班数分）、ポストイット、クリティカルシンキング記録用紙（班数分）、授業用企画書（生徒数分）
留意点： 前回と同じ席に座る。配付物はすべて机上に置いておく。
　　　　プロジェクター準備は事前に行う。
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認　ワークシート配布
	
	１

	１分
	本時の課題と振り返り
①アイデアはどのように整理するのか？
②アイデアの実現可能性を高めるにはどうすれ
　ばよいのか？
③アイデアのエビデンスはどのように高めるの
　か？
・本時の流れを確認する
	





・前回は班でのマインドマップ作製まで
・本格的に議論を行う
	
２




３　４

	５分






10分
	アイデアの整理１
・アイデアを整理する流れを確認する
KJ法
・KJ法について理解する
・KJ法によって、アイデアをブレインストーミン　グと違った観点で整理し、構造化する
・文化祭の部門について理解する
KJ法実習（10分）
・シートにポストイットを系統別に整理しながらグルーピングする。グルーピング出来たら、他社が理解できる名称を付ける。
	
・ここからが議論




・文化祭の部門・意義や目的に分けて構造化させ　
　る
・KJ法（構造化）シートへポストイットを貼りなおし、整理させる
・グルーピング時にはシートにグループ名称を書　
　く
	
５
６



７

８

	19分
	アイデアの整理２
クリティカルシンキング
・クリティカルシンキングについて理解する
・クリティカルシンキングのルールを理解する

・実現可能性を高めるために、ルールの存在や意義を知る
・今回は、エビデンスを創造性や行事としての意義ととらえる

アイデア整理実習２（15分）
・アイデアを、クリティカルシンキングを使った議論でブラシュアップし、結論を導く
・エビデンスを向上させる
	

・建設的な議論を行うためには、結論を一度クリティカルシンキングで理論展開に矛盾や思い込みがないか、確認し、完成させる
・予算や人権に関する配慮事項は軽視してはいけない。



・各自でクリティカルシンキング記録用紙に記入するよう指示する
・大きな目標から徐々に自分たちの活動にフォーカスし、具体性を高めていく
・単なる批判やネガティブな話し合いにならないよう机間指導を行う
	

９
10

11

12　13
14

15

	12分
	アイデア整理実習３（10分）
・企画書作成の目的を理解する
・班でまとめた内容を企画書に書く
	

・班で確認しながら文字化していく
	
16
17

	２分
	次回連絡
	・次回は今回の続きを、クリエイトラボで行う
・構造化シート、ポストイットは残部も含め、机の中央におく
[bookmark: _GoBack]・授業用企画書は各自で持ち帰り、未完成なら完成させ、次回持参する。次回授業終了時に企画書は提出させる。
	18


参考資料：トニー・ブザン(2018).「マインドマップ最強の教科書」小学館集英社プロダクション
　　　　　増田建ほか(2017).「科学の技法　東京大学「初年次ゼミナール理科」テキスト」．東京大学出版会
